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最終号

✉ 間もなく香葉会の nifty のメールアドレスは使えなくなります。今後は上記記載の Gmail（kgckoyokai@gmail.com）へお願いします。

 賛助金納付口座
　香葉に同封した納付書の会費・賛助金口座は年内に
解約します。払込票に記載の日付以後振込はできませ
んのでお早めにお願いします。

 香葉会の電話番号
　12月末の解散後は電話・FAXは使えなくなります。
残務処理のために３月末頃までは香葉会室をお借り
する予定ですが、香葉会室の閉室日は未定です。

 卒業生名簿の取り扱い
　解散後も個人情報を含む卒業生名簿は破棄せず保
管します。在籍確認には使用しますが、外部への情報
提供は一切しないことをお約束します。また、どうしても
ご本人に連絡をしたいときは、現在の役員が直接ご連
絡します。これまで住所変更時等にお預かりしたメール
アドレスも同様です。

 メールによる「情報配信」のご案内
　コロナ終息後にみなさんと集まれる機会を作りたい
と考えています。メールでのご案内を希望される方は
ホームページをご確認ください。

香葉会は２０２２年１２月末で解散します。
� みなさん本当にありがとうございました。

香葉とともに
発行日：2022年10月を予定しています。
　　　　（対象の方には郵送します）
送付対象者について
◦会費・賛助金の納入実績のある方
　短大改組後の2003年以後、会費・
賛助金の納入実績のある方のうち、
現在も「香葉」をお送りしている方
※�現在「香葉」が届いていても、納入実績がない方は対
象外となりますのでご注意ください。尚、改組前の納
入者は確認が困難なため対象外です。改組後の納入
者はホームページのバックナンバーでも確認可能です。
◦「香葉とともに」原稿執筆者
　会費納入の有無は問いません。
◦その他ご希望の方
　上記に該当しないけれど冊子がほしい方は、香葉20号
に同封した納付書で会費・賛助金を1口以上納入ください。
　 最終納入期限：2022年10月31日 

※�可能な限り８月末までに納入ください。９月～10月納
入の方への発送は、遅れる場合があります。
※�現在は「香葉」の発送を辞退されていても対象期間に
会費の納入実績がある方は、ご連絡いただければお
送りします。
◦２冊以上ご希望の方
　事務局までご連絡ください。部数によって送料をご負
担いただく場合があります。
　納付書に記載されるときは、ご希望部数と電話番号・
メールアドレス等事務局からの連絡が可能なものを必ず
明記ください。
　お問合せ・送付希望・送付辞退等は可能な限りメール・
FAXでお願いします。（連絡先・送付先を明記ください）
留守電の際は必ず電話番号をお知らせください。ごくま
れに送られたはずのメールが届いていないことがありま
す。返信がなかったときは、お手数でも確認のご連絡を
お願いします。

「関東学院女子短期大学記念奨学金」2021年度報告
　女子短期大学の奨学金を原資とする上記奨学金の
利用状況の報告です。
　第１種（家計急変）、第２種（留学生）共になし
　第３種（学業優秀）７名　　700,000円
　上記は給付型の奨学金ですが、短大奨学金の返還が続
いているため、利息等を含めて2021年度の収支は
2,432,749円でした。今後も女子短期大学の流れを汲む人
間共生学部・栄養学部・教育学部の３学部で運用されます。

短大卒業アルバム求む！
　卒業生の皆様にとって貴重な卒業アルバムですが、
学院として保存し永く後世に伝え残したいと考えてお
ります。学院にご寄贈いただける卒業アルバムがあり
ましたら下記へお問合せください。なお、1995年度以
前の在庫が少ない状況です。
学校法人関東学院　学院史資料室事務室
　電話：045-786-7066　FAX：045-786-2932
　Mail：archives@kanto-gakuin.ac.jp
　関東学院ホームページ
　　　　https://www.kanto-gakuin.ac.jp/
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三
）
年
六
月
八
日
に
九
八
歳
で
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。

　

林
先
生
は
学
長
と
し
て
七
期
一
六
年
、

家
政
科
長
と
し
て
一
〇
年
、
幼
児
教
育
科

長
と
し
て
三
年
半
、
附
属
幼
稚
園
園
長
事

務
取
扱
と
し
て
五
年
、
文
字

通
り
女
子
短
期
大
学
を
牽
引

し
、
室
の
木
校
地
を
開
拓
、

校
舎
を
建
て
、
六
浦
校
地
か

ら
女
子
短
期
大
学
を
移
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
定
年
後
、
東
京
・

文
京
区
に
あ
る
彰
栄
学
園
の

学
園
長
、
理
事
長
、
彰
栄
保

育
福
祉
専
門
学
校
校
長
な
ど

を
二
六
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

林
先
生
の
召
天
一
年
を
記

念
し
て
追
悼
集
会
が
有
志
に

よ
り
企
画
さ
れ
、
こ
の
（
二

〇
二
二
年
）
六
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
か
ら
関
東
学
院
大

学
室
の
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の

チ
ャ
ペ
ル
で
「
林
淳
三
先
生

を
偲
ぶ
会
」
と
題
し
た
式
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
チ
ャ
ペ
ル
は
林
先
生
が
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
具
現
化
を

図
り
、
主
導
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

式
典
は
第
一
部
「
追
悼
礼

拝
」、
第
二
部
「
林
淳
三
先

生
を
偲
ぶ
言
葉
」
と
い
う
二

部
構
成
。

　

皆
様
、
こ

ん
に
ち
は

　
“
香
葉
会
”

と
い
う
名
称

で
、
関
東
学

院
女
子
短
期

大
学
の
同
窓

会
が
設
立
さ

れ
、
短
大
の
お
知
ら
せ
や
学
内
で
ど
ん
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
等
の
広
報
を

し
た
く
、設
立
と
同
時
に
一
年
に
一
回「
香

葉
」
と
い
う
冊
子
を
お
届
け
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

冊
子
「
香
葉
」
は
二
〇
〇
二
年
最
終
号

と
し
て
№
三
十
一
ま
で
発
刊
、
今
、
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
香
葉
は

二
〇
号
を
数
え
ま
す
。
同
時
に
こ
の
「
香

葉
二
〇
号
」
が
同
窓
会
香
葉
会
と
し
て
お

送
り
す
る
最
後
の
版
と
な
り
ま
す
。

　
「
香
葉
」
を
読
み
続
け
て
く
だ
さ
り
、

励
ま
し
の
言
葉
を
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
、
短
大
改
組
後
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
活
動
拠
点

と
し
て
同
窓
会
室
を
下
さ
り
、
ま
た
、
相

談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
学
院
関
係
の

方
々
、
職
員
の
皆
様
、
長
い
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
が
コ
ロ
ナ
と
い
う
感
染

症
の
も
た
ら
し
た
影
響
と
と
も
に
急
速
な

進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
多
種
多
様
な

Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
活
用
方
法
は
、
と
も
す
れ
ば
父

娘
関
係
さ
え
立
場
の
逆
転
す
る
よ
う
な
生

活
環
境
を
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
中
で
学
院
は
、
園
児
、
児
童
、
生

徒
、
学
生
に
と
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が
出
来

る
の
か
を
常
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

関
東
学
院
は
こ
ど
も
園
か
ら
大
学
院
ま

で
が
連
な
る
総
合
学
院
で
す
。
そ
れ
は
強

み
で
あ
る
と
同
時
に
弱
み
に
も
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

創
立
一
五
〇
周
年
を
念
頭
に
置
き
、「
人

に
な
れ
奉
仕
せ
よ
」の
校
訓
を
大
切
に
し
、

伝
統
と
歴
史
を
以
て
、
豊
か
で
自
由
な
教

育
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

か
す
か
な
音
で
源
流
を
発
し
た
教
育
の

場
が
、
流
れ
の
岐
路
を
的
確
に
捉
え
大
河

に
達
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
、
み

な
さ
ん
と
と
も
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
た
か
が
二
年
、
さ
れ
ど
二
年
、

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
で
学
ん
だ
短
大

の
卒
業
生
は
関
東
学
院
を
い
つ
も
誇
り
に

思
い
、
立
ち
上
が
る
基
盤
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
関
東
学
院
と
い
う
大

河
の
流
れ
る
音
を
聞
き
な
が
ら
人
生
を
歩

ん
で
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
学
ん
だ
証
と
し
て
“
香
葉
と
と

も
に
”
と
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ま
し
た
記
念

誌
を
置
い
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
役
員

と
短
大
に
な
が
く
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

方
た
ち
が
協
力
し
て
、
編
集
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
、
だ
け
で

は
な
く
未
来
を
支
え
て
く
れ
た
教
育
の
場

が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
と

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
関
東
学
院
の
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
万
感
の
思
い
を

込
め
て
、
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
で
一
九
六
七

（
昭
和
四
二
）
年
度
か
ら
二
二
年
間
専
任

教
授
と
し
て
、
さ
ら
に
一
九
九
四
（
平
成

六
）
年
度
ま
で
は
特
約
教
授
で
あ
ら
れ
た

林
淳
三
名
誉
教
授
は
、
二
〇
二
一
（
令
和

会 

長 

挨 

拶

 

山
口
　
佳
子
（
国
1
回
）

林
淳
三
先
生 

記
念
礼
拝
開
催



3 2022 年 7 月 1 日

協
会
、
日
本
食
生
活
学
会
、

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
協
会
、
建
帛
社
の
方
々
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
林
先
生

に
直
接
触
れ
合
っ
た
方
々
の

お
話
は
時
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ

り
、
会
衆
か
ら
笑
い
が
漏
れ

る
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。
立
場
の
違
う
方
た

ち
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
初
め
て

伺
う
こ
と
が
多
く
、
林
先
生

が
活
躍
さ
れ
た
世
界
の
広
さ

と
そ
の
偉
大
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

る
と
共
に
、
誰
に
対
し
て
も
真
摯
に
温
か

く
接
し
て
お
ら
れ
た
先
生
の
お
姿
が
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
の
後
は
弔
電
の
ご
披
露
、
ご

遺
族
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
挨
拶
に
立

た
れ
た
先
生
の
ご
長
男
は
先
生
に
似
て
い

る
と
の
声
も
。
こ
う
し
て
四
時
を
少
し

回
っ
た
と
こ
ろ
で
散
会
。

　

林
先
生
が
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
を

去
ら
れ
た
の
は
二
七
年
前
、
彰
栄
学
園
を

九
二
歳
で
辞
さ
れ
て
か
ら
も
七
年
と
時
が

流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
た

学
校
の
卒
業
生
や
現
旧
教
職
員
等
、
遠
く

は
磐
田
市
や
羽
村
市
、
久
喜
市
、
川
越
市

な
ど
か
ら
先
生
の
ご
遺
徳
を
慕
い
、
一
一

○
余
名
が
来
ら
れ
、
齢
八
○
を
超
え
る

方
々
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雲
が
少
し
多
か
っ
た
も
の
の

チ
ャ
ペ
ル
の
窓
か
ら
は
爽
や
か
な
そ
よ
風

が
入
る
な
ど
天
候
に
恵
ま
れ
、
久
し
振
り

に
再
会
し
た
方
た
ち
も
多
く
、
散
会
後
は

学
生
ホ
ー
ル
で
談
笑
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。（
中
村
英
夫　

林
淳
三
先
生
を
偲

ぶ
会
実
行
委
員
・
元
短
期
大
学
事
務
次
長
）

　

第
一
部
「
追
悼
礼
拝
」
は
、
関
東
学
院

大
学
宗
教
主
任
の
石
渡
浩
司
先
生
の
司

式
、
菊
池
友
子
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
（
幼
児
教

育
科
卒
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

聖
句
は
新
共
同
訳
聖
書
の
コ
リ
ン
ト
の

信
徒
へ
の
手
紙
一　

一
五
章
五
四
～
五
八

節
で
、
説
教
は
「
勝
利
を
賜
る
神
」
と
題

し
て
石
渡
先
生
が
聖
句
を
引
用
し
、
林
先

生
は
今
な
お
、
生
き
て
、
皆
を
見
守
っ
て

い
る
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

　

讃
美
歌
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
よ

る
演
奏
だ
け
で
、
参
会
者
一
同
、
胸
の
内

で
賛
美
。
頌
栄
に
続
い
て
は
献
花
。
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
奏
で
る
静
か
な
音
楽
の

中
、
司
式
の
石
渡
先
生
に
続
い
て
北
海
道

か
ら
こ
の
会
の
た
め
に
お
越
し
く
だ
さ
っ

た
ご
遺
族
代
表
、
そ
し
て
参
会
者
の
順
で

白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
捧
げ
ら
れ
、
懐

か
し
気
に
微
笑
ん
で
見
え
る
ご
遺
影
の
前

は
沢
山
の
花
で
飾
ら
れ
、
起
立
し
て
の
終

祷
、
そ
し
て
後
奏
を
も
っ
て
厳
か
な
追
悼

礼
拝
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
第
二
部
は
「
林
淳
三
先

生
を
偲
ぶ
言
葉
」。
よ
り
多
く
の
方
々
に

ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
か
っ
た
も
の
の

時
間
の
関
係
か
ら
林
先
生
と
特
に
つ
な
が

り
の
深
か
っ
た
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学

や
彰
栄
学
園
の
関
係
者
及
び
両
同
窓
会
会

長
。
東
京
聖
栄
大
学
（
元
聖
徳
栄
養
短
期

大
学
の
後
身
）、
全
国
栄
養
士
養
成
施
設

左：石渡先生　右：倉沢先生

香葉会山口会長と彰栄保育福祉専門学校
同窓会 市原会長

林淳三先生のご長男の林研三先生



2022 年 7 月 1 日 4

訃 

報

　
湊
　
井
東
先
生

　

長
く
短
大
で
体
育
実
技
を
担
当
さ
れ

た
湊　

井
東
（
ミ
ナ
ト　

セ
ツ
）
先
生

が
令
和
三
年
一
月
に
九
十
二
歳
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
優
し
さ
い
っ

ぱ
い
の
授

業
で
し

た
。（
写

真
出
典
：

関
東
学
院

大
学
人
文

学
会
『
関

東
学
院
大

学
文
学
部

紀
要
』
第
八
三
号
一
九
九
八
年
）

　
小
野
寺
里
佳
さ
ん

　

短
大
時
代
は
ル
ツ
寮
栄
養
士
及
び
学

生
課
で
ご
活
躍
さ
れ
、
改
組
後
も
大
学

学
生
生
活
部
で
奉
職
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
本
年
四
月
突
然
の
お

別
れ
で
し
た
。
享
年
六
二
。
昭
和
五
五

年
家
政
科

食
物
栄
養

専
攻
卒
業

生
。

　

謹
ん
で

ご
冥
福
を

お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

関東学院女子短期大学 香葉会
収 入 の 部 2021年度決算 2022年度予算
年会費・賛助金 1,245,000 100,000
特別会計繰入金 3,000,000 5,500,000
香葉発行準備金 601,273 ―
雑 収 入 11 10
前年度繰越金 997,953 1,287,713
合　　計 5,844,237 6,887,723
支 出 の 部 2021年度決算 2022年度予算
通 信 費 1,790,296 2,300,000
印 刷 費 600,721 550,000
広 報 費 10,000 10,000
企画・会議費 13,250 50,000
交 通 費 0 50,000
消 耗 品 費 16,481 20,000
ソ フ ト 費 28,030 300,000
人 件 費 902,354 800,000
香 葉 賞 費 34,218 ―
関東学院同窓会費 30,000 30,000
諸 会 費 0 50,000
慶 弔 費 16,050 70,000
雑 費 52,890 50,000
寄 付 金 1,000,000 ―
林先生を偲ぶ会 ― 150,000
香葉とともに製作費 62,234 2,200,000
予 備 費 0 257,723
小　　計 4,556,524 6,887,723

次年度繰越金 1,287,713
合　　計 5,844,237 6,887,723

　

二
〇
二
一
年
度
決
算
・
二
〇
二
二
年
度
予
算

　

二
〇
二
一
年
度
決
算
の
寄
付
金
は「
関
東
学
院
大
学�

横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
資
金
」に
寄
付
い

た
し
ま
し
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
の
銘
板
に「
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
同
窓
会
香
葉
会
」の
名
前
が
残
り
ま
す

の
で
、完
成
後
に
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、香
葉
会
の
解
散
時
決
算
残
と
積
立
金
残
の
全
額
は
学
校
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

香
葉
紙
上
で
の
ご
報
告
は
最
後
と
な
り
ま
す
が
、解
散
時
の
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
編
集
後
記

　

香
葉
二
○
号
・
通
算
五
一
号
と
い
う

歴
史
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
燦
葉

会
短
大
支
部
時
代
を
含
め
る
と
短
大
の

同
窓
会
と
し
て
は
六
二
年
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。
最
後
に
集
ま
る
場
を
作
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
す
が
、
五

二
年
前
に
香
葉
会
発
足
を
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
「
林
淳
三
先
生
を
偲
ぶ
会
」
の

ご
報
告
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
林
先

生
と
の
強
い
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

長
年
賛
助
金
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

延
べ
一
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
や
先
生

方
、
い
つ
も
あ
た
た
か
い
応
援
を
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
さ
よ
う
な
ら
。
み
な
さ

ん
お
元
気
で
！

編
集
委
員
会　

委
員
長 

岡
崎
敬
子
、
会

長 
山
口
佳
子
、
副
会
長 

土
屋
知
里
、
幹
事

長 

井
上
啓
子
、
副
幹
事
長 

葛
城
容
子
、
幹

事 

村
岡
愛
子
、
委
員 

矢
守
光
子

故 湊 井東先生故 小野寺里佳さん

香葉会　年会費・賛助金　納入者名簿
　令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）のご寄付は
1,245,000円となりました。「香葉とともに」ご希望の方を含め、例
年よりも多くの方にご協力いただきありがとうございました。今年も
納付書を同封しております。香葉とともにご希望の方は１頁の案内を
ご確認の上、最終納入期限にもご注意ください。（敬称略・順不同）

【
教
職
員
】

冨
和
美
智
子

土
井　

清
民

匿�
名�
希�
望

加
藤　

紀
子

渡
辺　

紀
子

牧
野　

宏
子

谷
内　

淑
子

【
女　

専
】

中
野　

明
子

岸　

貞
子

【
女　

高
】

村
田　

綾
子

大
島　

智
子

三
澤　

葉
子

古
郡　

綾
子

森
脇　

滿
子

【
英　

Ⅱ
】

飯
尾　

恒
子

北
村　

幸
子

奈
良
喜
美
枝

高
山　

政
子

【
英　

文
】

隥
本　

恵
子

川
村　

彰
子

白
井
好
志
子

佐
藤　

薔
薇

甲
田
二
三
恵

宇
賀
神
裕
子

永
島　

敦
子

濱
本　
　

茜

松
野
ト
シ
子

長
沢　

歌
子

鈴
木　

信
子

鈴
木　

葉
子

山
田
美
穂
子

梶
原
久
美
子

中
村　

一
恵

溝
口　
　

泉

大
髙
あ
ゆ
み

田
辺　

洋
子

後
藤　

悦
子

及
川　

洋
子

伊
藤　

陽
子

柳
田　

久
子

河
合　

章
子

八
百
谷
眞
子

東
頭　

寿
子

野
村　

洋
子

藪　

登
喜
子

岡
田
万
里
子

谷
田
部
敦
子

柳
下　

節
子

相
原　

梅
子

渋
谷　

敦
子

中
川　

あ
や

丸
山　

勝
代

斉
藤　

節
子

山
根　

弓
子

伊
藤　

陽
子

野
尻　

良
子

伊
藤　

稔
子

平
井　

道
子

阿
部
芙
美
子

森　
　

静
恵

中
内　

純
子

藤
木　

照
子

岡
田　

温
子

金
田　

春
美

長
嶋　

静
子

梁
島　

庸
子

岩
澤　

克
恵

小
林　

豊
子

笠
原　

年
子

増
田
安
喜
子

二
見
千
代
美

市
山
久
美
子

内
田　

康
子

花
岡　

淳
子

吉
田
由
美
子

富
里　

美
子

福
水
由
美
子

矢
野
ま
さ
子

杉
浦　

裕
子

山
本　

桂
子

榊
原　

惠
子

佐
々
木
晶
美

平
田　

広
美

北
條　

明
子

石
井　

恵
子

山
本
ひ
ろ
み

松
本　
　

悦

小
鮒　

章
子

西
村　

恵
子

真
貝
加
代
子

山
下　

文
子

牛
込　
　

薫

鈴
木　

伯
江

石
渡　

朝
子

足
立　

三
恵

村
上　

聖
子

加
藤
真
理
子

中
村
由
美
子

八
木　

深
雪

小
野
澤
日
出
子

柳
田
美
智
保

佐
々
木
と
し
子

小
林　

美
那

中
山　

由
美

佐
生　

貴
子

真
家　

順
美

伊
藤
紀
美
江

小
林　

美
穂

浅
岡　

元
子

熊
木
由
希
子

八
木　

周
子

渡
邊
奈
保
子

横
沢　

智
子

【
家　

政
】

露
木　

球
恵

佐
藤
ト
ミ
子

雨
宮　

慶
子

佐
藤　

美
代

渕
上　

龍
美

伊
東
み
ゆ
き

島
田　

房
子

藤
井　

博
子

村
岡　

愛
子

古
賀
エ
ミ
子

蛭
田
加
代
子

岩
野　

良
子

加
藤
さ
や
か

髙
齋
香
代
子

大
橋
由
美
子

菊
地　

和
子

小
清
水
久
枝

舟
橋　

智
子

後
藤
美
和
子

松
本　

京
子

前
出　

郁
子

三
村　

勝
美

三
浦　

愛
子

陶
山　

正
代

匿�

名�

希�

望

五
十
嵐
増
枝

田
川　

正
子

藤
平　

良
子

志
賀　

福
子

蓮
本　

洋
子

藤
本　

眞
枝

山
口
恵
美
子

高
橋　

美
晴

森　
　

泰
子

髙
畑　

早
苗

村
田
紀
美
子

妹
尾　

怜
子

太
田　

靖
子

川
添　

洋
子

安
藤　

瑞
枝

岡
崎
眞
理
子

星　
　

友
子

土
屋　

明
子

井
上　

啓
子

黒
川
ま
り
子

匿�

名�

希�

望

北
村
志
げ
美

匿�

名�

希�

望

沖
田　

恭
子

幡
多　

由
規

河
西
妃
呂
美

横
井　

明
子

安
藤
恵
利
子

三
橋　

雅
子

内
村
津
野
子

匿�

名�

希�

望

祖
父
江
有
加

小
林
美
佐
子

渡
辺　

紀
子

金
田　

玉
恵

伏
井
希
枝
子

高
橋　

洋
子

小
野
寺
美
佐
子

田
﨑
満
里
子

山
田　

裕
子

髙
田　

祥
子

大
崎　

恭
子

山
元　

早
苗

宮
本　

駒
子

佐
藤　

美
香

森　
　

禎
子

仁
藤　

尚
美

碇　
　

明
子

小
穴　

睦
美

長
尾　

朋
子

平
岡
希
美
子

野
村　

暁
子

鈴
木　

治
子

萩
原　

聖
子

内
藤　

栄
子

原　
　

光
江

工
藤　

律
子

平
沼
由
美
子

鈴
木　

久
子

岩
井
美
和
子

伊
藤　

千
織

花
村　

雅
子

鈴
木　

麻
基

中
村　

啓
子

北
﨑　

智
子

横
山　

裕
子

本
多　

佳
子

渡
部
八
重
子

【
国　

文
】

石
井　

す
が

原
嶋　

曜
子

金
子
八
重
子

山
口　

佳
子

山
田　

信
子

太
田
佐
知
子

津
田
ア
ヤ
子

金
子
恵
美
子

杉
田
小
百
合

麻
生　

洋
子

高
石　

和
枝

赤
井　

紀
子

匿�

名�

希�

望

武
藤　

富
代

納
所　

節
子

若
林
三
惠
子

和
田　

和
美

岡
崎　

敬
子

布
川　

優
子

福
井　

英
子

葛
城　

容
子

村
田　

清
美

吉
田　

初
美

杉
田　

則
子

熊
倉　

敦
子

成
井　

幸
子

匿�

名�

希�

望

杉
本
ま
す
み

新
谷　

則
子

馬
渡　

正
恵

川
島　

久
里

小
島　

礼
子

鈴
木　

祥
子

長
田
久
美
子

池
田　

理
恵

工
藤　
　

緑

安
達　

和
子

小
川　

暢
子

根
城　

展
代

川
内　

美
加

櫻
井　

智
子

池
田　

裕
美

日
高　

伸
江

秋
本　

真
岐

岩
井
佐
知
子

佐
々
木
華
織

真
壁　

美
恵

山
内　

伸
子

麻
生
美
紗
子

大
角　

律
子

宍
倉　

玲
子

【
幼　

教
】

櫻
田　

幸
子

岩
田
美
紀
子

伊
澤　

敏
恵

飯
嶋
つ
る
子

深
海　

生
子

水
松　

春
美

七
海
実
千
代

芝　
　

久
江

田
村　

裕
子

内
藤
す
が
子

山
崎
恵
美
子

木
暮　

周
美

原　

由
美
子

森
下　

真
理

川
面
さ
ゆ
り

鈴
木　

優
子

中
野　

雅
子

相
良
由
美
子

渕
崎　

喜
代

内
藤　

淳
子

笠
井　

由
美

杉
江　

紀
美

西
川
久
美
子

山
中　

和
美

蔭
山　

美
香

神
﨑　

直
子

一
瀬　

正
子

中
嶋　

朱
実

矢
島　

里
絵

佐
藤　

幸
恵

宮
澤
み
ゆ
き

根
倉　

啓
子

【
経　

情
】

沼
田　

雅
美

【
一　

般
】

益　
　

昌
子


